
動

詞

混

生

ーl

自

他

対

立

つ:

の

の

型

は
し
が
き

て
〈
l目E

V
Il

〈
|釦
E
V
型に
よ
る
自
動
詞の
派生
付

= 、
〈
l巾
E
V
Il

〈i同
E
V
型に
よ
る
自
動
詞の
派
生
伺

三 、
自
他
対立の
諸
型

四、
〈
lREV
--

〈
|白
E
V
型の
他の
型へ
の
は
た
ら
きか
け

豆 、
型の
強
弱と
その
原
因
(仮
説)

六 、
型に
よ
る
派生の
原理の
応
用
(A・
B)

"リ
コru
EM
雷・

i玄

tJ� 
L 

き

動調の派生 に ついて

日
本
語の
動
詞の
自
他
対立の
問
題につ
い
て
は 、
本
居
春
庭の
「
詞の

通
路」
以
来 、
すで
に
い
くつ
か
の
論
考
が
見
ら
れる 。
そ
れ
ら
は 、
自
他

の
対
立
を 、
既
成の
もの
と
して 、
い
わ
ば
静
態
的に
把
えて
い
る
の
に
対

し 、
こ
の
小
論
考に
おい
て
は 、
自
他の
対立
を
生
成の
姿に
おい
て
動
態

的に
把
え
よ
う
と
試み
た 。
い
い
か
え
れ
ば ‘
造
語
力の
見
方か
ら
動
詞の

自
他
対
立
に
関して一
考
察を
加
え
た
もの
と
い
うこ
と
もで
き
よ
う 。
な

お 、
こ
の
論
考
け 、
日
本
語の
自
動
詞
他
動
詞の
本
質その
もの
に
対
する し、.

て
に

よ

る

西

寅

5爾

尾

考
察で
は
ない
の
で
あっ
て 、
こ
の
未
解
決の
難
問
題に
対
する
解
答を
試

み
た
もの
で
は
ない
こ
と
を
念の
た
め
に
申
し
添
えて
お
き
たい 。

「
受
験
する」
こ
と
を
「
試
験
を
う
ける」とい
い 、
「
合絡
する」
こ
と
を

「
試
験
が
う
か
る」
と
い
う 。
こ
の
〔
受ける〕
と
〔
受か
る〕
と
は 、
意

味に
おい
て
も
形に
おい
て
も
類
似
点を
持っ
て
お
り 、
明か
につ
な
がり

の
ある
誇で
あ
る
と
考え
ら
れる
が 、
その
成立に
おい
て
はい
か
なる
関

係に
ある
の
だ
ろ
ろか 。

右の
疑
問を
解
決
する
た
め
に 、
ま
ず
手
掛り
と
し
て 、
〔
受
ける〕
〔
受

か
る〕
の
二
誇
が 、
い
つ
同掛か
らい
か
に
使
わ
れて
い
る
か
を
歴
史
的に
辿

戸
註
二

っ
て
み
たい 。

〔
受
け
る〕
(
文
語
形は
〔
受〈〕
ハ下二
段) 。
こ
の
誇に
限ら
ず 、
以

下
すべ
て
口
語
形 、だ
け
を
あ
げる
け
れ
ど
も 、
その
口
語
形は 、
その
前身

た
る
文
語
形
が
存
する
場
合に
け 、
その
文
語
形
を
も
含めて
指
し
示
して

い
る
もの
と
する)
の
方
は
古
事
記・
万
葉
集・
源
氏
物
語
等に
見
え 、
ま

た
古
辞
書類
に
も
すべ
て
見
出さ
れる 。
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い
ま
は
寮試
う
け
させ
む
とて
まっ
我御まへ
にて
心み
させ
給:;:

史
記のか
た
さ
ま
き
ま
き
れ
うし
うけ
ん
に
(校
異源
氏ニ
ノ
六
七一ニ

頁
ll少女

巻)

の
よ
ろに

「試
験を
受
ける」
とい
う

場
合に
使わ
れた
例
も
見ら
れる 。

(
註一〕

こ
れに
対し 、
〔
受かる〕
は 、
私の
方
法の
限
界内で
は
明
治以
前の
用例

を
見
出
すこ
と
はで
きない 。
明
治以
後の
辞
書で
も
言
海
(明
治二
ニ
l

二
四
年)
日

本
大
辞
書
ハ明治二
五
年)
日

本
大
辞
林
ハ明
治二
七
年)
俗

語
辞
海
ハ明治四二
年〉
国
語
辞
典
ハ大正
四
l八

年)
大言
海
(昭
和七

年)
大
辞
典
(昭
和九
年)
に
は
な
く 、

辞苑
(昭
和十
年)
言
苑
(昭
和

一
三
年)
辞
海
(昭
和二
七
年U
に
は
見
出さ
れる
か
ら 、
辞
書にのせ
ら

れる
よ
うに
なっ
たの
は
近
年に
なっ
て
か
らで
ある
ら
しい 。
こ
と
ば
が

発生して
か
ら
辞
書に
記
載さ
れる
よ
うに
なる
まで
に
は
相
当の
時間
的

へ
だたり
が
当
然考え
得ら
れる
が 、
〔
受か
る〕
は〔受ける〕
に
比べ
れ
ば

よほ
ど
後に
出来た
誇で
ある
こ
と
は
間違い
ある
まい 。
そこで
思い
合

わせ
ら
れるこ
と
は 、
国
語の
動
詞に
は

あ
げる
1

あ
がる

か
ける
ーか

かる

か
える
ーか

わる

か
さ
ねる
ーか
さなる

と
める
ーと

まる

ま
げる
lま

がる

等の
如く 、

ハ
註
ニ
ズ
註三)(
註
四)

〈
lm

gV(他・
下一)
||

〈
IRE〉ハ自・
ラ
四)

(〈
〉
内の
||け

自他共
通の
部
分を一示
す)

と
い
う

形の
自動
詞・
他
動
詞の
対立の
例
が
数多く
存
在
する
こ
とで
あ

(
位
五)

る 。
ハ右に
あ
げた
例
は
自他双
方と
も
すで
に
古
事
記ま
た
は
万
葉
集に

仮
名
書
きの
用例がみ
ら
れる 、
古くか
ら
ある
誇で
ある)
そして
〔受

か
る〕
はこ
の
よ
う
な
多
数の
自
他
対立へ
の
類
推
〉ロとo
q一
に
よっ
て

戸
註
六)

〔受ける〕
か
ら
派生し
た
もの
と
考えら
れる 。
すな
わち 、
こ
れを
類

推比
例
式

l よかさねる : かさなる | つ
1 ・亡

j t 
l わ
J せ
I Iま

さだ め る :さだ‘ ま る |

あ がる

と ま る

あ たる

さ語:る

. 古2古2る
: かわる

. ま がる

etc 

=う け る :x 
x=うかる

( 径七) 

あ げる

と め る
ま げる
あ て る

さげる

かけ る
かえる

こ
れ
は一
例で
ある
が 、
こ
れに
似た
例が
他に
もある 。
たと
え
ば 、

ー
っ
と
め
る
ハ勤)

っ
とま
る

〉

一以

ま
け
る
(負)

ま
かる

市

〈
いい
づける
(言
付)

い
い
つ
かる

く

こ
れらの
対
立
例におい
て 、
先に
試み
たと
同じ
方
法に
よる
と 、
上

段の
〈
lm

E〉
式他動
詞
(口
語の
終止
形が
qz
で
終って 、
下一
段

活
用をな
す
他
動
詞を仮に
こ
う
名附ける)
の
方は
努良
時代 、
お
そい

もの
で
も
平
安
時代まで
た
や
すく
文献を
遡っ
て
多くの
例を
見
出
すこ

と
がで
きる
が 、
下
段の
〈|同EV
式
自動
詞
ハ終止
形が回E
で
終る

ラ
行
四段活
用
の自動
詞を
か
Pにと
う
名
附ける)
の
方は
明
治以
前に

遡る
こ
と
はで
きない 。
明
治以
後の
辞書で
ものせて
い
ない
もの
が
あ

る 。
〔
受か
る〕
よりは
多少
早くか
ら一一一
語と
も辞
書に
記
載さ
れるに

至っ
た
よ
うで
ある
が 。

こ
れらの
対立
例に
おい
て
も 、
や
はり
〈102〉
式
他動
詞が
先に

らっ
て 、
〈
l白E〉

式
自動
詞け
よほ
ど
後に
なっ
て
(あい
まい
な云

い
方で
ゆめる
がこ
れ以上
限
定
する
こと
け
私に
は
ま
だで
をない)
先に

「ろ
ける
↓
ろか
る」につ
いて
み
たと
同じ
よ
うに
〈lRロ〉
l八回EV
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動詞の派生 に つ い て
と
い
う
自
他対立の
群に
ひ
きつ
けら
れて ‘
類
搭
的に
派生
させ
ら
れた

もの
と
考えら
れる 。

「待っ
て
て
ね。
と
の
花がい
かっ
た
ら
と
っ
て
来る
か
ら:::」

(石
坂洋
次郎
「丘
は
色ざ
か
り」)

こ
の
「
花が
活か
る」
は
「花を
活ける」
に
対応し
た一式い
方で
ある

が 、
他に
も
〔調べ
る〕
に
対応して
〔調
ばる〕 、
〔載せ
る〕
に
対
応し

て
〔載さる〕 、
〔く
ける〕
に
対
応して
〔くか
る〕
(裁
縫用
語)な
どと

不
用意に
人の
口
に
する
の
を
開くこ
と
が
ある 。
そして
意
味が
遥
じて

い
る 。
こ
れら
は
ま
だ
個
人
的
創造の
段
階に
ある
と
見るべ
きで 、
誇と

して
社
会
的に
確立してい
る
と
け
言
えまい 。
大
言
海が〔し
ら
ばる〕
を

の
せ

て
い
る
以
外 、
こ
ら
れをの

せ
た
辞
書
は
近
年
まで
見
当らなかワ

た 。
(「活か
る」
は
昭
和二
十
七
年刊
の辞
海 、
改
訂
版
明解
国語
辞
典に

収め
られた)

が 、
と
もか
くかL
る
造
語の
可
能
性が
存
在
するの
は 、

やけ
り
〈
lREV
--

〈|同EVの
対立の
群が
存
在して
は
た
ら
きか

ける
か
らで
ある
と
考えら
れる 。

(註一)
〔受け
る〕
〔受か
る〕
の
場
合も
そ
うで
あ
る
が、
と
の
論
文

で
は
すべ
て、
あ
る
誇が 、
お
よ
そいつ
同掛か
ら

文
献に
あ
ら
わ
れる

か、
ま
た
歴史的に
どのよ
う
に
用い
ら
れて
き
た
か
をし
らべ
る
の

に、
諸
条件
の
制約
上
次の
様な
方
法を
とる
外は
な
かっ
た 。
す
な

わ
ち
万
葉
集・
源
氏
物語は
総
索引に
頼っ
て
すべ
て
の例
に
あ
た
り

ハ正
宗氏
「万
葉
集
総
索引」
吉
沢・
木之
下氏
「対校
源
氏
物語
用

語
索引」) 、
そ
れ
以
外の
古
典につ
いて
は 、
平
安
文
学は
主として

雅
言
集
覧に
たよ
p 、そ
の
他は
大
日
本
国語
辞
典・
大
言
海・
言
泉・

大
辞
典ハ平
凡
社)の
引
用例
に
たよ
P 、

求b
得た
例を
私に
許さ
れ

た
範
囲で
比
較
的
確
実と
思わ
れるテ
キス
ト
に
当づ
て
様b
る
と
い

う
方
法で
あ
る。
古
来の辞
書
類につ
いて
は 、
少〈
と
も 、
和
名
類

爽
抄・
類
車品名
義抄・
色
葉字
額抄・
字
鏡集・
下
学集・
節
用
集・

温
故
知
新
書・
選
歩色
葉集・
目
葡
辞
書・
倭訓
菜・
雅
言
集
覧・
僅

言
集
覧だ
けは
必
ず当っ
た 。
文
学作
品と
位相を
異に
する
文
献の

系
列を
も
考
慮すべ
きで
あ
り 、
ま
た
文
学作
品
内部で
も
更に
文
献

を
遡り
うる
可
能性もあ
るわ
けで
あ
る
か
ら 、

後日
の椅正
を
期し

た
い。
なお 、
以上
の
如き
調査
の
具体
的な
結
果は
紙数
の関
係上

殆
ど
割
愛し
た 。

(註一一)
便
宜上 、
終止
形を
以て
代
表させ
るが 、
実
際は
他
の各活

用
形を
も
合めて、
そ
れ全
体を
考
慮に
入れるべ
きで
あ
る乙
とは

い
う
まで
も
ない。

(註一ニ)
文
語
形で
い
えば
〈lz〉
(他・
下一一)
||

〈RZ〉ハ自・

ラ四)
と
い
う
形の
対立で
あ
る。
ハlREV
--

〈同EVとい
う

口
語
形の
対立
形式は ‘
と
の
文語
形のそ
れを
も
合めて
指し
示し

て
い
る
も
のと
する。
以
下同
趣の
場
合
も同じ
扱いがしで
あ
る。

(註
四)
厳
密に
い
ろ
と 、
現代語で
は
〔か
える
ーかわる〕

〔ま
じ

える
|ま
じわる〕

〔そ
な
える
lそ

な
わる〕
な
ど 、
歴史的か
な

づ
か
いでハ
行
の
対立を
な
す
も
のは 、
〈
lmEV
Il

八唱曲EV

の
対立
形
式を
なし
て
いる。
ま
た 、
〔ぬ
く

め
る
lぬ
く
もる〕
〔乙

あ
る
lζ
もる〕
の
如〈
〈IREV
--

〈102〉
の例
もあ
るが

と
れ
ら
の
小
変異を
も
合必て
〈
1REV
--

〈lRZ〉
の
形で
記

し
て
行き
た
い。
以
下同じ
よ
う
な
相場
合も 、
同じ
扱い
をし
た
点が

あ
る。

(註五)
乙
の
論
文で
自
動
詞・
他
動
詞と
い
う
のは 、
時
枝
博
士
の

「日
本
語で
は 、
客
語
(或い
は
目
的
語)
DE02
を
表示する
記ロτ
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が
無い
ため
に、
客
語
の必
要の
有
無とい
ふ
乙
とで 、
本
来
的に
動

詞につ
いて、
自
動、
他
動を
決
定するζ
と
はで
き
ない 。
た
だ
意

味
の上
か
ら 、
或は
接尾語によっ
て、
動
詞の
対立が
考へ
ら
れる

場
合 、
相互
に一
方を
自
動
詞とい
ひ 、
他を
他
動
詞とい
ふ
乙
とが

あ
る。」
ハ日
本
文
法口
語
筋一
一
四
頁)

の意
味に
お
いて
で
あ
る。

(註
六)
派生
巴R222ロ
とい
う
術
語
は
国語
学の
方面で
は
さほ

ど
用い
ら
れて
い
ない
よ
うで
あ
るが 、
英語
学辞
典によ
る
と、
語

形
成
君。
丘町D司自主芯ロ
に
は 、
一、
複
合
。cB匂
S
EOロ
二 、

派
生
ロ巾円ぞ包守口
=一、
語
根
創
成
河。2・nB同氏。ロ
の三
種が
あ

り 、
さ
ら
に
派生
に
は
自由ロvsm口一的℃
grV印匂町市ny
の
如く
誇

の
内
部
の
音
声
変化によ
る
も
のと
白σzvz
Ez
f
E口問〉窓口問ぞ

の
如く
接
辞の
添
加によ
る
も
のが
あ
p 、

前
者を
同】叫回目白
ミ
仏叩ユ・

〈由同芝町 、
後
者を
印叩noロ色白『『
島市門町〈白
吾、叩
と
呼ぶと
とが
あ
る
と

い
う。
そして
ニ
箇
(以上)
の
独立
語を
結合し
た
複
合語
の乙
と

を
の。guoEロ仏
当O
E
と
い
う
のに
対し
て、
派生
語
句史守伊丹ぞ。

を
の05立巾阿
君O
E
とい
うこ
と
もあ
る
と
い
う。
国
語
文
法にい

わ
ゆる
品
詞の
転成
の中
のあ
る
も
のや 、
接
頭
語・
接
尾語
のつ
い

て
出
来た
単語
は
派生
誇
と
考え
得るで
あ
ろ
うし 、
ま
た
「うけ
る

↓
うか
る」
の
如き
も

派生
と
呼ぶと
と
は
不
適
当
で
は
ない
と
思

う。
因み
に、
器開
の
内部
の
音
声
変化
(
目玉虫白門司
弘司円守見守町)
と

接
辞の
添
加
(曲。ncロ
E
ミ
仏四三〈22巾)
を
はっ
き
り

分け
るこ
と

は
不可
能な
場
合もあ
り 、
両
者
のと
け
合っ
た
よ
うな
第三
の
形
式

を
も
認め
るべ
きで
あ
る
と
思う。

ハ註
七)
出-
HM
E-
の
比例
式か
らヒ
ン
ト
を
得て
速
比
の
形で
あ
らわ

し
て
み
た 。
もちろ
ん 、
あ
るグル
ープ

か
らと
りあ
げ
られた
任
意

の例
は
そ
のグル
ープ

金
体を
代
表し
うる、
とい
う考え
方の上に

立っ
て
い
る。
以
下
の
場
合も同
様 。
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以
上
は
〈
l白

E〉
式
自動
詞の
う
ちか
なり
新しい
時代に
派生し
た

と
考え
ら
れる
もので
ある
が 、
もっ
と
古く
〈
lm

EV
式
他動
詞か
ら

〈
l出

E〉
式
自動
詞が
派生し
たと
考え
ら
れる
例
もらる 。
そ
れを
少

し
あ
げて
み
よ
う 。

「さ
ずける
1ーさ

ずか
る」
〔さ
ずける〕
は
万
葉集に
すでに
仮
名
書

きの
用例が
ある
が 、
〔さ
ずかる〕
は 、
先の
方
法によ
れ
ば 、
日

葡
辞
書

まで
しか
遡
れない 。

「ゆで
る
||ゆ

だる」
〔ゆで
る〕
は
催馬
楽・
新撰
字
鏡・
名
義抄・

字
治拾
遺・
中
世
辞
書類・
日葡
辞
書等に
見ら
れる
が 、
〔ゆ
だる〕
は日

萄
辞
書に
始めて
見
出さ
れる 。

「た
すける
||た

すか
る」
〔た
すける〕
は
万
葉・
源氏・
名
義抄ほ

か
辞
書
類・
日

葡辞書等に
多くの
例
が
見ら
れる
が 、
〔た
すか
る〕
は 、

或ハ
自
ラ
脳ヲ
喰テ
飢ヲ
助
ラシ
トス

(続
群
書
類
従 、
厳
頼宝
物集

二
四六
頁〉

を
はじ
めと
して 、

以
下 、
平
家・
十訓抄・
狂
言
(伯母が
酒・
ふ
た
り

大
名)
に
例
が
あり 、
日

萄辞
書に
ものせ
ら
れてい
る 。

こ
れらの
対立
例に
おい
て
は 、
ハ
!白

E〉
式
自動
詞は 、
前の
〔
受

か
る〕
〔勤まる〕
等が
明
治以
前に
遡るこ
と
がで
舎なかっ
たの
に
比べ

て 、
よ
り

古くまで
け
遡り
得るので
ある
が 、
〈10
2〉
式他動
詞ほ

どに
古くまで
は
遡り得
ない 。
す
な
わ
ち
両
者が
歴
史上
文
献に
あら
わ



れて
くる
時代にか
なりのへ
だたり
が
ある
と
みて
よい
と
考えら
れる

の
で
ある 。
他に
もこ
うい
う

例
が
なか
なか
多い 。

こ
れ
ら
も 、
お
そら
く 、

前と
同じ
原理に
よっ
て 、
そ
れぞ
れ 、
何れ

か
の
時代に 、
〈
|担

EV
式
自動
詞
が
〈
lqzV

式
他動
詞か
ら
派生
し

た
もの
と
考えら
れる 。

以
上
すべ
ての
例
を一
般
的に
図
式
化す
れ
ば 、
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\
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以
上みて
きたと
こ
ろに
よる
と 、
〈lRE〉
(他 、
下一)
||ψ

〈
l

同
E
V(白 、
ラ
四)
とい
う

派生
形式は 、
現
在において 、
また
国
語
史

上に
お
い
て
も 、
か
な
り

活
援に
働い
て
い
る
と
考えら
れる 。
問
題を一

般
化して 、
全
体
的な
視野か
ら
考
察
するた
めに 、
国
語
動
詞にお
ける

自
他対立
の
もろ
もろの
型につ
い
て
考えて
み
よ
ろ 。

etc 

一 / M 一一" . � - "ー ー ロU/ ・ A

x =( ...M_ "rn\ 一 \一一 ωU/

動 詞 の派生 について

日
本
語の
動
詞に
おい
て
け 、
文法
範
鴎と
して
の
自動
詞・
他動
詞の

区
別が
完全に
立て
うる
か 、
また
その
必
要が
あるか 、
につ
い
て
は
ま

だ
疑
問が
ある
け
れ
ど
も
ーー
もし
立て
ろる
と
して
も 、
欧
米
語の
宮門?

白
S
E
S
〈RY
、『E
S
E
S
〈巾円σ
と
その
性質が
全く
重な
り

合う
も

の
で
ない
こ
と
は
もち
ろ
んで
ある
が
||同一

の
語根
が 、
自動
的な
も

の
と
他動
的な
もの
と
の
二
種の
活用に
分
れること
が
多い 、
とい
う

現

象に
け
注目
すべ
きもの
が
ある ‘
とい
うの

が 、
文
法
学
界にお
ける
現

在の
通
念で
あろ
う 。

動
詞
自他の
研
究に
おいて
ま
ずあげらべ
きは
本

居
春
庭の
「詞の
通
路」
ハ文政
十一
年 、
西
紀一
八二
八)
で
ある
が

明
治以
後この
問
題を
主
題と
し
た
論
考で 、
わた
くしの
目に
ふ
れた
も

の
に 、
佐久
間鼎博士
の
「現代目
窓
誇の
表
現と
語法」
ハ昭和
十一
年)

に
収め
ら
れた
もの
(後
篇
十・
十一
章
自他の
対立)
と 、
望月
世
教
氏

の
「国語動
詞に
お
ける
対立
自他の
語形に
就て」
(橋本
博士
還
歴
記

念
論
文集
昭和
十九
年)
と
が
ある 。
佐久
間博士の
そ
れは
現
代口
語に

つ
い
て
考察さ
れた
もの
で 、
もち
ろん
自他対立の
全
例を
分類さ
れた

もので
は
ない
が 、
代表
的な
例をか
なり
よ
く

集めて
居ら
れる
ので 、

そ
れ
を
も
参照して
い
た刊ふ
け
れ
ば
幸で
ある 。
私
は
改訂
版明
解国
語辞

典か
ら
全
対立
例
を
集めて 、
さらに
多少
増補した
もの
を
分類して
み

た 。
い
ま
その
各績か
ら
数例
ずつ
を
あ
げて
参
考に
供し
よ
う 。

終止
形語
末ノ
形
態

自
動
詞

他
動
詞

ω 
制
以
外
ノ
モ
ノ

(1) 
く-eru>

く下ー〉

く-u >
く四〉

(2) 

く-u >
く四〉

<-eru> 
(下ー〉

実例(O
〈
制
問一
一間)

�ー戸�一ーーー-、
扶 該
^ ^ 
る:l1- <け

る る

-
-
‘、
，屯、

-
F
/

け
る

一
撃
ハ
れ
る

砕
八
一山
る

割
八
一…

る

向
〈 〈け
る

並
〈
γ

覚
、
げ
る

ロ闘μ
ノ'，
，《、

折
八
一…

る

立
〈
わ
る

進
〈
批
る
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(3) 

く-aru>
〈ラ， 四〉

く-u >
く四〉

(4) 

く-aru>
〈ラ， 四〉

く-eru>
〈下ー〉

、

守、.
、，

一
袋
〈
仰
と

-
Z\ま
る

戸，zI
/
む

一
掛
〈
肘一い

一交
〈

幼
M

つ
な
〈
~げる

畳
〈
出る

曲
八
仰
M

収
\まる

治
/め

る

刺
八
一日る

\ま
る

く
と
f'
む

'Z
\た
る

、Z
/て

る

(Bl 
他
動
詞ガ
サ
行四
段
(叉ハ
サ
行
一段)
活
用ヲ
ナス
モ
ノ 伝

八
九行い

自
動
詞ガ
四段活
用ノ
場
合

(5) 

く-u >

〈四〉

く-asu>
〈サ， 四〕

(5)' 

く-u >
く四〉

<-as eru> 

〈サ， 下一〉
戸-ー』ー人ー--、 ，ーーーー-^-ーー.._、合 飛 驚

八 八 八わう ばぶ か〈せ す する

自
動
詞ガ
ラ
行四段活
用ノ
場
合

(6) 

く-ru>
(ラ， 四〉

<-su> 
〈サp 四〉

(6)� 

く-ru>
〈ラ， 四〉

く-seru>
くサ， 下一〉

，一一一-'-ーー一、
返帰 悟
^ . ^ 

する する

，ーー__....__ーーー、
載乗

^ せる
る

苧ハ
)わ
ず

脹
〈

討
す

残
八
打

余
〈
一九

寄
〈
ア

動
〈
以
す

}
\る
町
/
ら
す

濁
Aハ
打

湿
八
一パ

自
動
詞ガ
下一段活
用ノ
場
合

(7) 

く-eru>
(下一〉

<-asu> 
くサ， 四〉

(
更
〈
M
打

一
明
\
れ
る

つ昌
/
ら
す

自
動
詞ガヤ
行
下一段活
用ノ
場
合

(7)' 

く-eru>
〈ラ， 下一〉

<-yasu> 
くサ， 四〉

(
費
〈 える

一

宇
す

-
F\える

戸
F
/
中
す

自
動
詞ガ
ラ
行
下一段活
用ノ
場
合

(8) 

ゆ
円

。
時

e
「 1
1111
S

T--

-

〆一、
-
h

/付
け

〈

「‘、

(
現
〈
知る

(
潰
八
九一る

逃
八ハ
州
向

滞
〈
出
向

生
〈 える

や
す

-
\える

閉
/宇

ナ

流
〈
九一る

と
ぼ
八
円一る

冷
\め
る

醒
/
ま
す
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一
す
〈
肋
打

絶
〈 える

宇
す

燃
\える

蹴
/申

す

ヰ
八
円一る

と
な
〈
拘る

-R
右は口
語
形につ
いて
分類を
行っ
た
も
ので
あ
るが 、
文語
形につ

いて
もと
れ
に
応じて
考
え
得る
点に
関して
は 、
さ
きに
も断っ
た

よ
う
に、
そ
れ
らを
も
合めて
意
味して
い
る
も
のと
する。

安
佐久
間氏も
のべ
て
い
られるよ
う
に、
右
の中
mw
l聞は

すべ
て
他

動
詞の側
の語
尾が
使
役の
接尾語と
関
係あ
りと

見ら
れ
る
1

2

(ま
た
は
12円

乙
で
あ
り 、
サ
行四
段
(ま
た
はサ
行
下一段)
の

活
用を
なして
い
る
とい
う
共通
性が
あ
る
か
ら 、

川問
問の
問を
境と

して
ω
倒に二
分し
た 。

-R
も
ちろ
ん
自
他
の対立が
右
の
分
類で
すべ
て
尽さ
れる
わ
けで
は
な

い
が 、
主
要な
型は
右の
如くで
あ
る
と
考えら
れる。

自動
詞・
他動
詞の
対立はお
よ
そ右の
如くに
分類さ
れ得るの
で
ら



る
が 、
こ
の
表は見
方をか
え
れ
ば 、
その
まL
直ちに
日
本
語の
動
詞の

自
他対立の
諸形式を
示し
た
もの
と
も考
え
得ら
れよ
う 。
さ
らに 、
す

で
に
出
来
上っ
た
対立の
諸例の
分
類ない
し
その
型とい
うよ
うに 、

既

成の
もの
と
して
静
的に
考えと
ばか
りで
な
く 、
自動
詞か
ら
他動
詞を

あるい
は
他
動
詞か
ら
自動
詞を
派生せ
し
め
る
型、
い
い
か
え
れ
ば 、
派

生
形式と
もい
うべ
きもの
と
して 、
動
的に
把
鍾
する
FZの
で
きる
も

の
も 、
中に
は
あると
考え
ら
れる 。
歴
史
的に
みて 、

相当
古
くか
ら
自

動
詞他
動
詞共に
存
在し
た
例
も多い
が 、
ま
た一
方がか
なり
後
れてで

きたと
考え
ら
れる
もの
も
あり 、
そ
れら
は
各々
の
型に
よる
派生と
考

え
ら
れる
か
らで
ある 。
ま
た 、
時
代に
よる
各
型の
派生
力の
消
長も
あ

る
か
も
知れない 。
そ
れを
跡づ
ける
こ
と
は 、
甚
だ
困難で
ある
が 、
興

味
ある一
つ
の
課
題で
あろ
う 。

さ
きの
〔ろ
ける
↓
うか
る〕
〔た
すける
↓

た
すか
る〕
等の
例をこ
の

表に
従っ
て
考えて
み
る
と 、
そ
れらは
すべ
て
附
型に
よっ
て ‘
他動
詞

か
ら
自
動
詞
が
派生し
た
もの
とい
うこ
と
に
なる 。

〈
102〉

(
他 、
下一〉
↓

〈
IRZ〉

(白 、
ラ
四)
(4) 
型

四

，動詞の派生に ついて

次に
コ戸が
あく」
「戸を
ゆめ
ける」
にお
ける
〔あく
lあ

ける〕
と

い
う

対立
は 、
〔向く
l

向
ける〕
〔沈む
l

沈める〕
〔
育つ
l

育て
る〕
等

と
と
もに
間
型に
属
する 。
〔あく〕
〔あ
ける〕
双
方と
も古くか
ら
多く

文
献に
見
える 。

こ
れに
対して
〔あか
る〕
とい
う

語が
比
較
的
新し
く
出来
た 。
大
言

海に
は 、

ァ

あ
か
る
(自
動、
四)
関
〔明〈るノ
自
動
(懸く
る、
か
か
る。
演

〈る、
少
かる)〕
関ク 。
(自動)
「戸が
あ
かγ
テ
ヰル
」

と
あり 、
口
語
(靴
語 、
或ハ
侵盟問)の
印が
附けら
れてい
る 。
こ
れは 、

〔あく
lあ

ける〕
と
い
う
自他の
対立
が
すで
に
ある
に
も拘ら
ず 、
他

の
多くの
〈
lRZ〉

(
他 、
下一)

||
〈
l白E〉

(白 、
ラ
四)
と
い

う
形の
対立へ
の
類
推で
〔あける〕
か
ら
〔あかる〕
が
派生
し 、
こ
こ

に
自動
詞と
して
〔
あく〕
〔あか
る〕
が並
び
存するに
至っ
た
もの
と
考

え
ら
れる 。
(意
味上
語
感上
多
少の
相違を
担い
つつ)
こ
れを
今か
り

あ
け
る
(他)
lあ
く

(白)

削型

ノピあ
か
る
ハ自)

仙型

(ーは
対立を 、
↓
は
派生を一示す)

と
して
図示
す
わ
ば 、
こ
-mに
似た
例と
して 、

ャ

hT

止
め
る
l止

む

弛め
る
l弛む

ノピ
r
ま
る

ノピ弛ま
る

並べ
る
l並ぶ

沈め
る
i沈む

ノピ並
ば
る

ノピ沈ま
る

片
附け
る
l片

附〈

附ける
l附〈

J片
附か
る

ノピ附か
る

その
他
なか
なか
多い 。
こ
れら
〈|白E〉
式
自動
詞は
八
lz

〉
式
自

動
詞の
未
然形に
「る」
がつい
て
出来た
(例え
ば「や
むlv
や
まる
b

と
も考
えら
れそろに
恩わ
れる
が 、
そ
れは
次の
如
き理
由か
ら
否
定さ

れる 。
即ち
〈
lz

〉
式
自動
詞
が
存
在して
も 、
そ
れに
対応
する
〈
l

巾
EV
式
他動
詞の
ない
もの
で
は
〈
lRZ〉

式
自動
詞の
で
きた
もの
は

ない
し 、
ま
たで
きる
可
能
性も感じ
ら
れない 。
たと
え
ば
「動く(自)

↓
動か
る(白)」
「及ぶ(自)
↓

及
ばる
(自〉」
等の
派生
が
起る
可
能
性
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は
感じ
ら
れ
ない 。
他動
詞が〔動か
す〕
〔及ぼ
す〕で
な
くて〔動
ける〕

〔及べ
る〕
で
あっ
た
な
ら 、
〔
動か
る〕
〔及ばる〕
な
どの
可
能
性も
あ

る
か
も
知れ
ない
が 。
し
た
がっ
て
〔
あか
る 、
や
まる:::〕
も
〔あ
く

や
む:;:〕
か
らで
な
く 、
〔
あ
ける 、
や
める:・:E〕
か
ら
派生
し
た
も

の
と
考えら
れる 。
〔刺
す↓
刺さる〕
「
塞
ぐ↓
塞
がる」
等は
〈|己
〉

(
伽 、
四〉
l

〈
|釦

E〉
(白 、
ラ
四)
即ち
凶
型で
あっ
て 、
〈
lz

v

(白 、
四)
↓

八|釦
E〉ハ白 、
ラ
四〉
で
は
ない
か
ら 、
こ
れと
は
別で

ある。こ
の
よ
うな

〈l白E〉
式
自動
詞の
中に
は 、
か
なり
諾と
して
固ま

っ
て
きて
い
る
もの
も
ある
が 、
ま
だ
誇と
い
える
程で
は
な
くて 、
時に

人
が不
用意に口
に
する
の
が 、
相
手に
もその
ま
ま
に
受
取ら
れて
い
る

戸
註
八〕

とい
う

程
度の
もの
も
あっ
て 、
そ
うい
う

事
実
がい
くつ
も
ある
とい
う

こ
と
は 、
共
時的言
語意
識と
して
は
重
要な
意
味
を
もっ
て
い
る
と
考え

ら
れる 。
すな
わち 、
現
在の
わ
れ
わ
れの
言
語意
識に
おい
て
〈
lRC〉

↓
〈|白E〉
の
派生
形式が
有力に
存
在
する
こ
と
を
物語る
もの
で 、

その
型に
よっ
て
新
語の
創造さ
れる
可
能
性を
有力に
は
らんでい
る
こ

と
を
意
味
する 。
以
上の
現
象を一
般
的に
図式
化
すれ
ば 、

〈
l巾E〉

ハ他 、
下一)
l

〈
lz

V
(白 、
四〉
制型

J
〈
|血
EV
(
自 、
ラ

ロU
削

型

次に 、
問
型の
他に
も 、
町
型-
U
型に
対して
削
裂が
はた
ら
きか
け

た
例
も
ある 。

合わせ
る
l合
う

低型

ノピ合わさ
る
川間型

寄せ
る
l寄る

附
塑

ノピ寄さ
る

川相型

載せ
る
l載る

J
載さ
る

以
上にみ
て
きた
よ
ろに 、

仙
型は
八l巾EV
型
他動
詞か
ら
自動
詞

を
派生せ
し
めて 、
盛に
自
他の
対
立
を
作
り
出
すばかりで
な
く 、

間

町
山仰の
型の
自他の
対立が
すで
に
存
在
する
例に
さ
え
もはた
ら
きか
け

て 、
附
型の
対立
を
もららた
に
作り
出すこと
が
ある 。
故に
仙の
型は

派生
力が
強く ，
歴
史上
新しい
動
詞を
派生せ
し
めて
きた
し 、
また
現

に
派生の
可
能
性を
内包
する
もの
とい
えよ
う 。

以
上の
如くに
考える
と 、
〔受か
る〕
〔っ
と
まる〕
:::の

こと
ばの

性
質や
成立
事
情もよ
く

理
解さ
れると
思うので
ある 。

(註八)
例
えば
〔附か
る〕
の
如き
は 、
私
はあ
る
人が 、
「よ
い
習

慣がつ
〈」
とい
わ
ずに
「よ
い
習
慣がつ
か
る」
といっ
た
のを一

度き
い
た
だけ
で
あ
る 。
尤
も
方一言で
は
「袴に
土が
附か
る」
な
ど

普
通に
用い
ら
れ
る
地
方が
あ
る
らし
い
||平

凡
社
大
辞
典
参
照
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宝玉

(4) (6，' 型型

で
は
何
故に
削の
型はこの
よ
うに

有力で
ある
の
か 。
私は
それ
を
考

える
前に 、
ま
ずここ
に
私のい
う
「裂」
なる
もの
につ
い
て 、
ち
よヲ

と
説明
を
加
える
必
要が
ある
よろに
思う 。
一
般に
類
型
( 、
quz印)
様

式
G20
型・
形
式
(司RB)
等の
概
念
は
文
化科学にとっ
て
重
要な

概念で
ある
が 、一言
語学ない
し
国
語学に
おい
て
も 、
アグ
セ
VJ
ト

研
究

の
方面で
はアグ
セ
ン
ト

型
ハ形式)
とい
ろ概念ない
し

術
語が
盛に
使

われて
い
る 。
その
他 、
用
言の
活
用
形
式
も 、
型と
して

考えられTて
き

た
もの
とい
えよ
う 。
こ
の
論考に
おい
て
は 、
動
詞の
自他の
対立のい

くつ
か
の
形
式
を 、
型と
して

把
掻し
よ
うと

試み
たので
ある 。
一
体 、

言
語に
お
ける
この
よ
うな

型ない
し

形式とい
う
もの
は 、
抽
象
的な概

念で
あっ
て 、
何
等実
体が
ある
わけで
は
な
く 、
ある
もの
はただ
若
干



動詞の派生につ い て
の
実
例で
あっ
て 、
その
実
例に
おい
て 、
一
定の
形
式が
反覆して
あら

わ
れる
場
合 、
こ
れ
を
型と
して

抽
象し 、
把
還
する
に
す
ぎない 。
しか

し
学
問の
抽
象
的表
現と
して
は
「型の
派生
力」
とい
う
よ
うな

言
葉も

珪訂さ
れて
よい
と
思
う 。

言
語に
お
ける
型は 、
永久
的な
もの
で
も 、
普

遍
的な
もの
で
もな
く 、

歴
史
的に
消
長し 、
社
会
的に
相
違
する
もの
で

ある 。
言
語に
お
ける
こ
の
よ
ろな

型の
強
弱の
原
因は
色々
あろ
う
け
れ

ど
も 、
次の
二つ
に
大
別さ
れ
うるの
で
は
ない
か
と
考えら
わる 。
すな

わち 、

。

一 、
型
その
もの
の
性
質・
諸特
徴
(質の
問
題)

一一 、
型に
属
する
実
例
数の
多
少
(
島の
問
題)

きて 、
当
面の
問
題に
こ
の
考え
方を適
用して
み
よ
う 。

下一
段
活
用

の
他動
詞か
ら
自動
詞を
派生せ
し
め
ちる

可
能
性の
考えら
れる
裂は 、

次の
二つ
しか
ない
こ
と
が 、
先の
表に
よっ
て
わかる 。

八
lm
E
〉
(
他
、

下
一
)

↓
〈
l
z
V
ハ
自、

四
)

同
型

八
l
巾『
Z
〉
(
他
、

下
一
)

↓
八
l
R
E
〉
(
白
、

ラ
四
)

削
型

と
こ
ろで 、
実
際
は 、
制
型は先
に
み
た
如く 、
有
力で
ある
が 、
間
型

に
よヮ
て
下一
段
活
用の
他動
詞か
ら
自動
詞が
新し
く

派生
した

例
は
殆

ど
皆
無と
考えら
れる 。
間
型の
対立はほと
ん
ど
すべ
て
か
なり
古い
時

代か
ら
成立
して

い
た
もの
の
よ
うで
ある 。
ま
た 、
私の(お
そら
く
は
わ

れ
わ
れの)
言
語
意
識に
おい
て
も 、
間
型の「
他↓
白」の
派生の
可
能
性

は
感じ
ら
れ
ない 。
例
え
ば
「
算
術の
答を
求める」
に
対応して
「もう

答が
求まっ
たか」
「ま
だ
求
まり
ませ
ん」
と
は
ど
うに
かい
え
そろに

も
思
える
が 、
「ま
だ
求ま
ない」
と
か
「求み
ませ
ん」
と
は 、
何と
し

て
もい
え
そうに
ない 。
すな
わ
ち
〔求める〕
に
対して 、
制
型の
〔も

と
ま
る〕
とい
う

派生の
可
能
性は多
少
ある
に
して
も 、
倒
型の〔求
む〕

(白 、
四)
とい
ろ

派生の
可
能
性は
あり
ろる
と
は思
わ
れない 。
この

こ
と
は 、
少くと
も
現
代口
誇において
は 、
「
他↓
自」
の
派生
形
式と

して
凶
型が
有力で
ある
の
に
対して 、
間
裂は
無
力で
ある
こ
と
を
物語

る
もの
と
考えら
れる 。

こ
の
こ
と
の
原
因は何か 。
付
「型その
もの
の
性質」
とい
ちこ
と
は

こ
れか
ら
研
究を
要
する
む
ずか
しい
問
題で
ある
が 、
一
つ
の
臆
説と
し

て 、
次の
よ
ろ
なこ
と
がい
え
ない
だろ
うか 。

普通 、
派生は
何
等かの

要
素が
加わっ
て
長く
なる
もの
で
ある
の
に 、
ま
た
は
長く
なら
ない
ま

で
も 、
語
幹母音の
交
替な
どが
行われる
の
みで 、
同じ
長さ
を
保つ
も

の
で
ある
の
に 、
間
型は
自
動
詞の
方が
他
動
詞より
も
語形が
短い
た
め

に
(未
然形・
連
用
形は共に二
音節で
同じ
長
さ
で
、ある
が) 、
「
他↓

自」
の
派生
形
式と
して

利用さ
れに
くい
とい
う
点が
あり
はし
ない
だ

ろ
ろか 。

伺
「型に
属する
実
例
数の
多
少」
につい
て
は 、
私の
調
査が
まだ
行

き
届い
て
い
ない
ので 、
厳
密な
数の
決
定を
する
こ
と
はで
きない
が 、

現
在凶
型が
却

型より
もはるかこ
多くの
実
例を
もっ
て
い
る
こ
と
は
明

F
酌「一
od

t

らかで
ある 。
こ
れが 、
現
在凶
裂が
同
型より
も大
きな
同
化カを
もっ

て
い
る一
因で
は
なか
ろ
うか 。
そして
自らの
型に
従ワ
て 、
類
推に
よ

ワ
て
作ら
わる
実
例がふ
え
れ
ばふ
える
程 、
数の
上か
ら
もま
すま
す優

勢に
なっ
て
きて 、
型と
して
の
同
化力をさら
に
強めて
くる
の
か
も知

れない 。
以
上 、
国
語
動詞の
自他対立に
お
ける 、
類
推に
よる 、
型の
同
化
作

用につ
い
て 、一
つ
の
型を
中心と
して 、

考
察して
きた 。
こ
れに
類
する

こ
と
は 、
他の
型に
もある
ので
ある
が 、
今は
省略
する 。
次に 、
以
上の

原理の
応
用ない
し

副産
物と
して 、

左の
如き問
題を
提
起して
み
たい 。
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(註
九)
と
れ
は
語
の
数だ
けで
な
く 、
そ
の畳間
の
使
わ
れ
る
頻
度数
と

も
関
係し
て
く
る 。
語
の
数
のみ
多く
て
も 、
そ
れが
実際に
使
わ
れ

る
頻
度数が
少な
け
れば 、

型と
し
て
の
同
化
カに
資
す
る
所
は
少

い 。
(英
語
学辞
典
〉ロ包O岡可
の
項
参
照)
ま
た 、
裂
の
賓と
量と

いっ
て
も 、
両
者は
相
関
関
係を
有す
る
で
あ
ろ
う 。
なお 、
郡一
の
質

及び
霊の
問
題につ
い
て
は
他
日
詳し
い
考
察を
試
み
たい 。

(註一
O〉
一
つ
の
参
考とし
て 、
改
訂版
明
解
国
語
辞
典
の
会
例
に
お

い
て
は
凶

型
七二
例 、
凶型一
二
三
例
と
な
る 。
と
れ
は 、
自
他
の
対

立
が
現
代
の
意
識に
お
い
て
生
き
て
い
る
と
認め
ら

れ
る
も
の
のみ
を

採っ
た
数字で
あ
る 。
「立つ
l立

て
る」
「逆立つ
l逆立

て
る」

「役立つ
|役立

て
る」
「用立つ
l用立

て
る」
のよ
うな
例
は
そ

れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
と
し
て
数
えた。
と
のよ
うな
例
は
特に
間裂に

多い 。
そ
の
他 、
算
定
の
基
準
のと
り
方に
よっ
て
多
少
の
数
字
の
出

入り
はあ
ろ
う 。
な
お 、
同
辞
典に
は
未だ
採り
入れ
ら

れ
て
い
ない

が 、
「調べ
る
↓

調ば
る」
「深め
る
↓

深ま
る」
な
ど 、
前に
もふ

れた
臨
時
的
な
言い
方を
も
考
慮に
入
れ
る
な
らば 、

現
代
詩に
お
け

る
間裂と
削

型
の
数
の
関き
は
相当
に
著し
い
も
の
と
い
えよ
う 。

六の
A

国
語に
おい
て 、
意
味が
同一
また
は
殆ど
同一
の
動
詞が 、
時
代に
よ

り 、
地
方に
より 、
形が
若干異っ
たり 、
叉
同
時代同
地
方で
も 、
二つ

の
形
が並んで
行わ
れる
もの
が
ある 。
そして 、
ある
場
合に
は 、
何
れ

が正
しい
の
か
問
題に
なる
場
合が
ある 。
何
れが正
しい
か
とい
う価

値

判
断の
問
題は 、
規範
意
識に
関
係し 、
標
準
語の
問
題と
もつ
な
がっ
て

くる
の
で 、
難しい
問
題で
ある 。
今 、
その
点は一
切
考
慮
の
外
に
置

き 、
何
故に 、
ある
い
は 、
い
かに
して

二つの
形が
成立し
たの
か
とい

う
疑
問が 、
自他
対立に
お
ける
型の
原理や 、
二つ
の
型の
同
化力の
競

争に
よっ
て 、
説
明し
解決し
うる

例
も
ある
よ
うに

思わ
れる 。
一一一
の

例を
あげて
み
よ
う 。

的
〔まじる〕
と
〔ま
ざる〕

現
在 、
両
者は
殆ど
同じ
意
味に
意
識さ
れ ‘
用い
ら
れて
いる
よ
うで

ある 。歴
史
的にみる
と 、
〔まじる〕
は
万
葉集の
仮
名
書
きご
例
ハ残り
たる

。

。

雪に
宋
自列
留
梅の
花
l八

四
九 。
古
草に
新草麻
自利
|三四

五
二υ
を

はじ
め 、
平安
文学に
も
多くの
例を
拾
うこと

がで
きる
が ‘
〔ま
ざる〕

は
然ら
ず 、
日

葡
辞書に
も
〔まじる〕
の
み
あっ
て
〔ま
ざる〕
は
ない

〔ま
ざる〕
は
明治以
後の
辞
書で
は
言
海以
下大
抵の

せ
ら
れる
よ
ろに

は
なっ
た
が 、
〔まじる〕
が
古く
か
ら
ある
の
に
対して 、
〔ま
ざる〕
は

か
なり
後に
なっ
て
出来た
もの
と
考えら
れる 。
〔ま
じる〕
とい
う形

が

すで
に
存
する
の
に
対して 、
何
故
〔ま
ざる〕
とい
う

形
が
後に
なっ

て
出来たので
あろろか 。
〔まじる〕
に
対
する
他動
詞
〔まぜる〕
を

考
えるに 、
〔まじる
(ラ 、
四〉
lまぜ

る
(下一)〕
とい
う
自他の
対

立で
は
〔曲 、がる
l曲

げる〕
〔決
まる
|決める〕

〔重
なる
l重ねる〕

〔加わる
l加える〕

の
よ
うな

数多い
対立群に
対して
か
なり
似通ワ

た
もの
で
ありながら
も
孤立して
い
る 。
その
た
めに 、
そ
れらの
例に

ひ
きつ
けら
れて 、
第二
音
節の
母音
ωを
凶に
お
きか
えた
新しい
類推

形
〔ま
ざる〕
が
作り
出さ
れたので
は
なか
ろ
うか 。
自
他対立の
見
地

か
ら
見る
と 、
〔まじる〕
はい
わ
ば
不
規
則
形で
るり 、
〔ま
ざる〕
はい

わ
ば
規則
形で
ある 。
不
規則
形が
規則
形に
お
きか
えら
れて
ゆく
傾向

は 、
言語
現
象の
諸方
面に
し
ばし
ば
見ら
れる 。
こ
の
場
合に
お
きか
え
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が
進
行
する
か
否か
は
別
問
題と
し
て 、
両
者併
存の
状態に
あるとい
え

トA
ZJ。

MW
〔へ
す〕
と
〔へ
ら
す〕

東
京で
は
〔
減ら
さ
が
普通で
ある
が 、
関
西
方
面に
は
設
さ
と

い
う

形が
存
する 。
この
=つ
の
形を
歴
史
的に
辿っ
て
み
よ
ろ 。

万
葉
集・
源氏
物語に
は
〔へ
す〕
〔へ
ら
す〕
共に
な
く 、

雅
言
集覧に

も
両
語と
も見え
ない 。

霊異記 、
下巻序
文

動詞の派生 について

析
部
之
天 。
叉
云 。
和
加
知
天 。

(群
書
類従
所
収 、
被斎校
訂本〉

の
外 、
類
家
名
義抄・
色
葉字
類抄・
字
鏡集に
〔(
す〕
が
見える
が 、

〔へ
ら
す〕
は
字
書類に
見え
ない 。
狂
言「今ま
ゐり」
に
も

γ
テ
「(
召
伎
を)
ヱ
、 、
三
千ば
か
り
も
怪
う
か」
太
郎
冠
者
「夫

は
余
Pお
び
た
だ
し
い
事
で
ど
ざ
る 。
ち
とへ
さ
せ
ら

れ
い」
シ
テ

「夫
成ら
ばへ
き
う 。
へ
し
て
五
百
ば
か
り
に
もせ
う
か」
太
郎
冠
者

。
。

。
。

「
先はへ
り

事
はへ
P
ま
し
た
が 、
そ
れで
は
堪
忍がつ
Y
き
ま
す
ま

い」
ハ岩
波
文
庫所
収 、
大蔵
虎寛本 、
上 、
二
三一
l二

頁)

と
あり 、
同じ
く

狂
言「文相
撲」
に
も
〔へ
す〕
が
ある 。
と
こ
ろ
が
日

葡
辞
書に
なる
と
〔へ
ら
す〕
の
み
あっ
て
〔へ
す〕
は
見えない 。
お
そ

ら
く
〔へ
す〕
の
方が
古い
形で 、
〔へ
ら
す〕
の
方が
新しい
形で
あろ

う 。
(し
た
がっ
て 、
大
言
海に
〔へ
す〕
は
〔へ
ら
す〕
の
略で
ある
と

して
い
る
の
に
は
従い
得ない)
こ
の 、
二つ
の
形の
存
在はい
かに
説
明

さるべ
きか 。
他動
詞
〔へ
す〕
〔へ
ら
す〕
に
対
する
自動
詞は〔へ
る〕

で
ある 。
と
こ
ろで 、
〔へ
る
lへ

す〕
の
対
立は 、

余る
||

余
す

直る
||

直
す

の
よ
う
な
附
型の
対立で
あっ
たわ
けで
ある
が 、
後に 、
あるい
は
別な

言11
釈

地域に 、鳴る
ll

鳴ら
す

凝る
||

凝ら
す

の
よ
う
な
刷
型の
対立に
同
化さ
れた
〔へ
ら
す〕

もの
と
考えら
れる 。

の
形
を
も
作り
出し
た

六の
B

日
葡
辞
書に
〔こ
まる〕
(ラ 、
四)
とい
う

動詞がみ
え 、
呂町Z59

0
E
巾回押印同

庁
E
B
(・ハ
ジ
エ
ス
の
仏
訳
は
師冊
目
2
R巾・
2
合
B
e
E
E)

と
い
う
語
釈
が
与
え
ら
れ、

「
城
に
糧
が
こ
ま
っ
た
」

「
釘
が
折
れ
こ
ま
っ

た
」

QH
B
巳

g
z
間同
n
o
g同時
F
。己
岡山
間白
O円巾円。
自
民
g・)

と
い
う
文
例

が
あ
げら
れて
いる 。
こ
れは
〔こ
める
(込・
範)〕に
対応し
た
〔こ
ま

る〕
で
は
なか
ろ
うか 。
「
全
国
方
言辞典」
に

こ
ま
る
隙聞
にはさ
ま
る 。
「歯の
問に27
ツ
た」
岐
阜
県吉
城

郡・
和
歌山・
京
都

と
あり 、
日

葡
辞
書にみ
える
と
同じ
〔こ
まる〕
が
地
方的に
は存在し

て
い
るとい
えよ
う 。
なお 、
〔
困る〕とい
う
動
詞につ
い
て
も大
言
海は

「鎚めらるノ
約
転:;:
飽メ
ラレ
テ
苦シ
ム
意」
とい
ろ

語
源説をとっ

て
い
る
が 、
あるい
は
〔
困る〕
も
〔込
まる〕
の
意
味の
発展で
あろ
う

カ 。中
村通
夫
氏は
「ね
まる
考」
Q東京
語の
性格」所
収)
に
おい
て〔ね

める
↓

ねまる〕
とい
う

説を
採っ
て
お
ら
れる
が 、
こ
れ
も削
型の
自他

対立の
原理
を
利
用さ
れた
もの
とい
えよ
う 。
なお
〔避
ける
l
蹴る〕

〔
分ける
l解る〕

〔据える
l座る〕

な
ど
も
元来は
削
型の
対立で
あっ

た
もの
が 、
意
味にへ
だたり
を生じ
た
もの
で
はなか
ろ
ろか 。
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言E

ァグ

一 、
〔
預か
る〕
は
大
言
海に 、
〔預
けらる〕
ハ下一一)
が
約まヮ
て 、

活
用を転じ
て
〔あづか
る〕
(-ブ 、
四)
と
なっ
た
もの
で
ある
と
説明

さ
れて
い
る 。
そ
して 、
〔
漬かる〕
〔言
附かる〕
〔こ
と
づ
かる〕
等
すべ

て
同じ
原理に
よっ
て
説明さ
れて
い
る 。
〔φのづか
る〕
は
古くか
ら
ある

誇で 、
あるい
はこの
語の
生
れた
時代に
は 、
私のい
う

凶
型は
ま
だ
却

と
して
成立して
い
なかっ
たか
も知
れない 。
そして 、
「
あづ
か
る」

とい
う

語は
大言
海の
説
くよ
う
なプ
ロ
セス
をとっ
て
出来たの
か
も知

れない 。
(
他に「あづ
け
ある」の
約とみ
る
説
も
ある)
古
くか
ら
存す

る
〈|出
E〉
式
自動
詞に
は
そうい
ろ
もの
が
多い
か
もし
れない っ
そ

して 、
そ
ろい
ろ

多くの
例に
よっ
て
削
型が
次第に
型と
して
成立し
た

もの
か
も知
わない 。
しか
し 、
佐久
間氏
も一
寸
ふ
れて
お
ら
れる
が

(上
掲
書二
四
七
l八

頁〉
比
較
的
新し
く
出来た
〈
l句ロ〉

式の
自動

詞〔言
附か
る〕
〔勤まる〕
等が一
々
〔い
いつ
けらる〕
〔つ
と
め
らる〕

等のプ
ロ
セス
をとっ
て
生
れた
もの
と
はと
ろて

い
考えら
れない 。
や

はり
削
裂に
よる
同
化に
よっ
て
派生した
もの
と
考
え
る
べ
きで
あ
ろ

〉hJ 。二 、
こ
の
種の
〈
lp

EV式
自動
詞は 、
一
般に 、
受身
的・
可
能
的・

自
然可
能的
等の
語
感を
もつ
もの
が
多い 。
特に
新し
く
出来た
もの
に

は 、
その
傾
向
を
もつ
もの
が
多い
よ
ろに

恩わ
れる 。
〔
言いつ
か
る〕

〔教
わる〕
等は
受身
的で
あり 、
〔務
まる〕
〔負か
る〕
等は
可
能
的で
あ

り 、
〔立たる〕
〔止
まる〕
等は
自然可
能
的と
もい
ろベ
き
語
感
を
もっ

て
い
る 。
語
尾の
「る」
の
し
か
らし
める
と
こ
ろで
あろ
う 。
し
た
がっ

て 、
〈
|叩EV
Il

〈
J
E〉の
対立の
中の
ある
もの
は
||比

較
的

新し
く
出来た
対立に
限ら
れる
よ
ろで
ある
が
11
単なる
純粋の
自動

詞
他動
詞の
対立で
は
な
く 、
そ
れプ
ラス
ある
もので
ある 。
たと
え
ば

三
矢
重松
氏は 、
この
点に
関
聯して 、

錆
墜
に
懸
る
H

懸
け
ら
る

懸
け
む
と
す
れ
ど
か
か
ら

ず
日

か
け
ら

れ

ず

危
き
命
を
助
る
H

助
け
ら
る

天
よ
り

さ

づ

か

る
日

授
け
ら
る

(
中
略
)
「
鈍
」
「
人
」

な
ど
の
カ
カ
ル

タ
ス
カ
ル

サ
ツ
カ
ル
と
い

ふ
動
作
を
自
身
に
て
す
る
ζ
と
は
事
実
上
あ
り

得
ぬ
に
て

、

皆
他
動
の

被
役
な
る
が

、

転
じ
て
生
得
の
自
動
詞
の
如
く

な
れ
る
に
て
ハ
高
等
日

本
文
法一
八
四
l
五
頁)

(
傍
点
筆
者
以
下
引
用
文
ノ
傍
点ス
A
テ
同
グ)

と
述べ
て
お
ら
れる
が 、
派生の
当
初に
もっ
てい
る
受身
的
等の
性絡が

時代と
共
に
う

すくなっ
て
純粋の
自動
詞の
よ
うに
なっ
て
ゆ
く
もの
も

あるの
で
は
ない
か
と
考えら
れる 。
そして
こ
の
こ
と
は 、
次の
如
き日

本
語の一
性格 、
たと
え
ば
中島文
雄博士
が 、

西
欧
語
は
先
づ
主
語
を
措
き

、

そ
れ
を
一

項
と
す
る
因
果
関
係
や

能
動

受
動
関
係
を
論
理
的
に
表
現
す
る
た
め

、
受
身
や
再
帰
的
(
河
a
z
岡山
〈
巴

な
構
文
が
当
然
多
〈
な
る

。

日
本
語
に
は
再
帰
動
詞
は
な
く
‘

受
身
の

構
文
も
直
訳
体
や
論
文
以
外
に
お
い
て
は
少
い

。

そ
の
代
り
西
欧
語
よ

m
も
状
態
苧
過
程
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
自
動
簡
が
発
達
し
て
ゐ
る

。

(
市
河
博
士
還
暦
祝
賀
論
文
集
E 、

格
助
詞
「
が
」

と
「
は
」

に
つ
い

て 、
一
三
一
一良)

とのべ
て
お
ら
れる
性格の一
つ
の
あら
わ
れと
見ら
れ
な
い
で
あろ
う

オノグ脅

か 。
一
般に
凶
型の
〈|白
EVv
式
自動
詞は 、
日

本
語に
特
徴
的な
「自

ら
ある
現
象が
成
就
する」
こ
と
を
あら
わ
ず
自動詞の
中の 、
有
力な
部

分を
占め
る
もの
と
考えら
れる 。

三 、
こ
の
試論の
途上に
おい
て 、
動
詞
自
他の
問
題に
関して
は
すで
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に
佐久
間博士の
上
掲
論
文が
存
するこ
と
を
知り 、
そ
れを
も
参
考させ

て
い
た
だい
た 。
同
博士
は .
自
他動
詞の
対立
を 、
大
体に
おい
て
静
態

的に
把
えら
れたの
に
対し 、
私は
そ
れを
動態
的に
把
え
よ
うと

試み
た

もの
とい
ろべ
きで
あろ
う 。
し
か
し 、

未
だ
極めて
未
熟な一
つ
の
試み

に
す
ぎない
もの
で
ある
か
ら 、
将
来
改めて
考
察を
精し
く
し
たい
と
思

?「J 。

動詞の派生について

な
お 、
私
は 、
こ
の
考
察に
よっ
て 、
わ
れわ
れの
祖先
代々
の 、
ま
た

わ
れ
わ
れ
自身の
言
語意
識において
は
た
ら
く

諸々
の
類
推同
化的
勢
力

の
消
長や
相互
張り
合い
の
状
態を 、
僅かで
ある
が 、
かい
間み
た
患い

が
する 。
こ
うい
う
もの
の
徹
底的な
研
究は 、
き
わめて
困難で
あろ
う

が 、
一
つ
の
興
味ある
課
題で
あろう 。

四 、
以
上
調べ
終ワ
て
ソジュ
ール

の
言
語学
原論の
類
推に
関
する
部

分
を
読み
返
し
て
み
る
と(小
林
英
夫
氏
訳 、
昭
和
十
五
年
版一
二
五
頁
|二

三
九
頁〉
な
る
ほ
ど
と
恩い
合わせ
ら
れる
点が
多い 。(
もち
ろ
ん
印
欧
語

を
対
象と
して
い
るの
で 、
日

本
語の
場
合との
違い
を
考えさせ
ら
れる

点
も
ある
け
れど
も)た
と
え
ば 、
類
推
現
象は
音
韻愛
化と
異り 、
「
菱
化」

で
は
な
く 、

常に
文
法
的
創
造で
ある 。
し
た
がヮ
て 、
伝
承
的な
旧
形と

の
併
存
を
必
ずし
も
さ
ま
た
げる
もの
で
は
ない
(〔ま
じ
る〕〔ま
ざ
る〕の

現
在の
状
態
は
こ
の一
例
と
い
え
よ
う)

が 、
旧
形の
廃
用 、
消
滅をお
こ

し 、
「
置換」
が
成立して
言
語に
安
容を
与
える
こ
と
もある 。
(「へ

す)
↓〔へ
ら
す〕 。
方
言
的
に
は
〔へ
す〕
が
未
だ
に
併
存
す
る
が)
ま
た

「類
推は 、
一
形
を
他形に
代へ
る
こ
と
を
もっ
て
その
建前と
する
もの

で
は
ない
か
ら 、
そ
れ
が
何
物に
も代
わるこ
と
な
き
形態を
生み
出
すく

と
をみ
る
の
も 、
た
ま
さかで
ない 。」
つ
二
九
頁〉 。
つ
まり
新
語
形成

と
して
は
た
ら
く
場
合が
ある 。
ハ「
受
か
る」
「っ
と
ま
る」
「活
か
る」「ゆ

だ
る」
等は
こ
れ
に
当
る)
ま
た
類
推的
創
造
は
は
じめ
は
「
話
手
が
ひ

と
りで
な
す臨機の
創
作」
ハ一一一一一
一貝)で
あっ
て 、
その
ろみりの
ある
も

の
は 、
模
倣
反
覆に
よっ
て
慣
用さ
れる
に
至る 。
ハ三
二
五
頁〉
「(類
従

的)
創
造
が
現わ
れた
瞬
間に
漸く
産
出過程が
行は
れる
と
思ふの
は 、

誤で
ある 。
その
要
素は
既に
与へ
ら
れて
ゐるの
で
ある 。
私
がい
ま

品ロムbno円・
与芯
の
や
ろ
な
語をこの
場で
作っ
た
と
すれ
ば 、
この
誇は

既
U
言
語の
中に
陰
然と
存
す
か
の
で
ある 。
そ
の
す
《
て
の
要
素ば

島南小n
c『・由円・
円四品n
o円・白
Z
O
ロ-
U
同門
仏。
ロ
ロ・出σ-
O匂

ロ回出
ロ
ナ出σ戸叩U
山
口en
。
ロ
ロ巴w
-
ロ‘

叩巾ロ凹品・
2n・
の
如
き
統
合の
中に
見
出さ
れる」
(一一一一一一良) 。
「
類
推
は

音
韻
現
象と
こ
と
な
り「
形
態の
聞を
結ぶ
関
係の
意
識
及
び
現
解」
を
必
ず

必
要と
し 、
全
く
「
文
法
的」
な
もの
で
ある 。
(ご
二
O
頁)
「類
機は
規

則
性を
助
成
する」
2
二
六
頁) 。
類
推は
民
間誇
源が
「特異の
-条
件下

に
限
り 、

稀な
語にし
か
及
ばない」
の
に
対して
「言
語の
豆
常の
働き

に
属
する
と
こ
ろの
全
く一

般
的な
事実で
ある」
ハ二
三四
頁) 。
「語形

の
維
持さ
れるの
は 、
絶え
間な
く

類
推
的に
作り
草さ
れ
る
た
めで
ら

る」
(二
三
O
頁U o
類
推は
開齢
者
作
用
が
「単
なる
機
械的
過
程」
で
あ

る
の
に
対し 、
一
つ
の
知
的
活動 、
一
つ
の
意
図で
るる」
(二
三八
頁U。

「
合成語
及
び
派生
語の
名
称は 、
類
推
的
創
造に
対して
の
み
取っ
て
お

くべ
きで
ある」
(二
三八
頁)な
ど 、
きりつ
め
た
木
備な
引
用で
意を
尽

きない
が 、
私の
この
調査
と
符
合
する
と
考えら
れる
点が
多かっ
た 。

(昭
和二
十
三
年
初
稿 、
二
十
八
年
稲
訂)

ーl'
東
京
大
学
大
学
院
学
生

||
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